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学
し
、
地
域
課
題
解
決
を
テ

ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
て
、
本
学
の
学
生

や
教
員
と
交
流
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、

人
間
学
部
の
学
生
や
経
営
学

部
の
菅
原
玲
講
師
ら
が
参
加

し
た
。
冒
頭
、
菅
原
講
師
が

石
巻
市
雄
勝
地
域
に
お
け
る

災
害
と
地
域
創
生
を
め
ぐ
る

事
例
を
紹
介
し
た
。
続
い
て

東
華
大
学
の
学
生
が
、
３
日

間
か
け
て
石
巻
市
で
行
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果

を
発
表
。
そ
れ
を
受
け
て
、

両
大
学
の
学
生
が
意
見
を
交

わ
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
人
間

学
部
の
西
川
慧
准
教
授
が
研

究
代
表
を
務
め
、
公
益
財
団

法
人
石
巻
地
域
高
等
教
育
事

業
団
が
助
成
す
る
「
Ｉ
Ｋ
地

域
研
究
」（
２
０
２
４
〜
25

年
度
）
に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
。
今
年
９
月
に
は
、
本

学
の
学
生
と
教
員
が
台
湾
花

蓮
市
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
。
旧
市
街
地
の
景
観

を
生
か
し
た
地
域
創
生
の
取

り
組
み
や
、
先
住
民
の
村
落

を
め
ぐ
る
開
発
、
２
０
２
４

年
４
月
に
発
生
し
た
花
蓮
地

震
の
影
響
な
ど
を
学
び
、
そ

の
成
果
を
東
華
大
学
で
発
表

し
た
。

　
10
月
24
日
、
国
立
東
華
大

学
（
台
湾
）
の
社
会
学
部
の

教
員
２
人
と
学
生
16
人
が
来

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

　
本
学
は
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
石
巻
中
心
市
街
地
に

「
石
巻
専
修
大
学
ま
ち
な
か

交
流
拠
点
」
を
開
設
し
た
。

机
や
椅
子
、
大
型
液
晶
モ
ニ

タ
ー
な
ど
を
備
え
た
、
広
さ

１
１
０
平
方
㍍
ほ
ど
の
施
設

で
、
大
学
の
研
究
活
動
の
発

信
、
地
域
住
民
と
学
生
・
教

職
員
に
よ
る
協
働
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
く
。

　
11
月
６
日
に
は
市
民
を
招

き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
た
。
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
阿
部
知
顕
学
長
は
、

大
学
と
地
域
の
関
係
性
に
触

れ
、「
学
生
の
若
い
力
で
地
域

　
硬
式
野
球
部
の
岡
本
寛
太

さ
ん
（
経
営
４
・
新
潟
県
新

井
高
）

写
真

が
、
プ
ロ

野
球
独
立
リ
ー
グ
・
四
国
ア

イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

に
所
属
す
る
高
知
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
特
別
合

格
選
手
（
球
団
推
薦
選
手
）

と
な
り
、
入
団
が
内
定
し
た
。

　
岡
本
さ
ん
は
、
１
５
０
㌔

近
い
直
球
が
魅
力
の
本
格
派

右
腕
。
２
０
２
５
年
の
南
東

北
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
で

は
、
春
秋
通
算
７
勝
０
敗
と

抜
群
の
成
績
を
残
し
、
エ
ー

ス
と
し
て
活
躍
し
た
。

2026年度入学試験2026年度入学試験
１月５日月

出願受付開始
◆ 一般選抜〔Ａ日程〕
◆ 大学入学共通テスト
　　　　　　 利用選抜〔Ａ日程〕
◆ 特待生選抜〔一般選抜３科目型〕

★出願締め切り
　１月16日（金）消印有効

入試情報はこちらから▶

詳細はホームページ等で必ずご
確認ください。

に
活
力
を
も
た
ら
し
た
い
」

と
意
義
を
語
っ
た
。

　「
震
災
伝
承
×
教
育
・
人

材
育
成
×
文
化
交
流
」
と
題

し
た
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
人
間
学
部
の
新
福
悦
郎

教
授
と
西
川
慧
准
教
授
が
登

壇
。
新
福
教
授
は
市
内
の
震

災
遺
構
で
実
施
し
て
い
る
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
、
西
川
准
教
授
は
台
湾
の

国
立
東
華
大
学
と
取
り
組
む

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　
参
加
者
を
交
え
た
懇
談
で

は
、
地
域
の
あ

り
方
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　
今
後
も
、
大

学
と
地
域
を
結

び
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
た

多
種
多
様
な
テ

ー
マ
の
イ
ベ
ン

ト
を
定
期
的
に

開
催
す
る
。

　
捕
鯨
と
鯨
食
文
化
の
普
及
・

継
承
を
目
的
に
し
た
「
全
国

鯨
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」

が
11
月
１
日
、
石
巻
市
で
開

か
れ
た
。
２
日
に
は
、
捕
鯨

基
地
と
し
て
知
ら
れ
る
同
市

鮎
川
浜
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
理
工
学
部
生
物
科

学
科
の
鈴
木
英
勝
教
授
と
学

生
が
参
加
し
た
。

　
全
国
鯨
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

捕
鯨
に
縁
の
あ
る
自
治
体
が

持
ち
回
り
で
開
催
。
今
年
は

４
年
ぶ
り
に
、
近
代
捕
鯨
１

０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
石
巻

市
で
開
か
れ
た
。

　
低
利
用
魚
や
鯨
類
の
肉
質

特
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
鈴

木
研
究
室
は
、
鮎
川
浜
の
観

光
物
産
交
流
施
設
「
Ｃ
ｏ
ｔ

ｔ
ｕ
」
に
ブ
ー
ス
を
出
展
。

鯨
か
ら
製
作
し
た
環
境
に
優

し
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ム
や
、
鯨
由
来
の
プ
ロ
テ
イ

ン
ス
ー
プ
、
鯨
ジ
ャ
ー
キ

ー
、鯨
骨
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
会
場
で
は
、
鯨
料
理
の
振

る
舞
い
や
特
産
品
販
売
、
捕

鯨
文
化
に
関
す
る
展
示
な
ど

も
行
わ
れ
た
。
鈴
木
教
授
と

学
生
た
ち
は
そ
れ
ら
を
熱
心

に
見
学
し
、
地
域
資
源
の
活

用
や
持
続
可
能
な
水
産
業
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
岡
亮
佑
さ
ん
（
３
年
次
・

宮
城
県
水
産
高
）
は
、「
鯨

文
化
の
多
様
性
と
そ
の
科
学

的
・
社
会
的
意
義
に
つ
い
て

学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
改
め
て

感
じ
た
」
と
話
し
た
。

まちなか交流拠点オープンまちなか交流拠点オープン
大学と地域つなぐ懸け橋に

教員、学生と地域の方が意見を交わしたオープニングイベント

鯨由来の商品などを紹介した鈴木研究室のブース

石巻専修大学 × 台湾・東華大学

学生ら18人が来学 親睦深める

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

硬
式
野
球
部 

岡
本
さ
ん

高
知
Ｆ
Ｄ
入
団

独
立
リ
ー
グ

捕
鯨
・
鯨
食
文
化
学
ぶ

理
工
・
鈴
木
研
究
室

全
国
鯨
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
展

ワークショップを通して交流を深めた両大学の学生

◀石巻駅

●

石巻専修大学
まちなか交流拠点
（ホシノボックスピア１階）

●

●

●石ノ森萬画館

いしのまき
元気いちば

石巻市かわまち交流
センターかわべい

国道398号

国道398号

寿
町

通
り

寿
町

通
り

旧
北
上
川

石巻駅徒歩12分
石巻市中央２丁目８－２

▲
Ｎ

――ゼミではどんなことに取り組んだ？

　学術書や論文を読み込んで専門知識を深め

たほか、マーケティングや広告を学ぶ学生を

対象にした企画コンテスト「学生広告クリエ

ーティブ賞」にも参加しました。アイデアを

実現性のあるプランに落とし込む作業は大変

でしたが、それ以上に、ゼミの仲間との共同

作業にやりがいを感じました。地域のＰＲに関心を持つ私にとって、実

社会で通用する広告表現を学べたことは良い経験になりました。

未知の環境で視野広げる
国内留学に参加 高橋 真華さん

（経営３・宮城県涌谷高）

　４月から約半年間、専修大学経営学部

に「国内留学」した高橋さんに、学びの

成果について聞いた。

――ゼミ以外で印象に残っている授業は？

　ディスカッション形式の「研究開発とイノベーションＡ」という授業

です。石巻専修大学と比べて受講する学生数が多く、さまざまな価値観

や考え方に触れられて新鮮でした。同時に、自分の意見をきちんと言葉

にして伝えることの大切さを再認識しました。

――国内留学で得たものは？

　未知の環境に身を置き、新たな人間関係を築くことで、視野が大きく

広がりました。不安や緊張を乗り越えたことで自信がつき、将来を前向

きに考えられるようにもなりました。まさに人生の転機となる半年間だ

ったと感じています。

　首都圏のスピード感や便利さは刺激的でしたが、石巻は人と人の距離

が近く、自然も豊かで、この穏やかな環境を大切にしていきたいです。

国内留学で得た視点や知識を生かし、石巻市や地元・宮城県大崎市の魅

力を広く発信したいという思いが一層強まりました。

――後輩たちに伝えたいことは？

　国内留学では、授業やゼミでの学びはもちろん、人との出会いや生活

そのものが自分を成長させてくれます。新しい環境に飛び込むことに不

安はあるかもしれませんが、勇気を持って挑戦してほしいと思います。

メリーショクイクリスマス

人間学部
人間教育学科 保育学研究室 × 図書館ボランティアLOVERARY

絵 本

食 育

保 育

日 時：12/21（日） 11：00～14：00
場 所：イオンモール石巻
内 容：絵本の読み聞かせ
　　　 ぬりえワークショップ


